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ランチョンセミナー 32  ( LS32 )
[会場] 第4会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 303）
[日程] 2022年10月1 日(土) 11:50-12:40

Single cell解析による末梢血と
腫瘍微小免疫環境の相関
免疫チェックポイント阻害薬は、多くの癌腫において長期生存
というこれまでにない効果を示している。しかし、患者ごとに
異なる免疫状態は、大きく異るアウトカムを生んでいる。腫瘍
免疫状態の評価は腫瘍微小環境の免疫細胞を用いるのが理想的
である。しかし、全ての腫瘍組織を網羅的に解析することはで
きない。近年、腫瘍微小環境で免疫チェックポイント阻害薬効
果を担うのは、末梢血から供給され続けているT細胞であるこ
とが明らかになった。末梢血から腫瘍微小環境に遊走浸潤して
いるT細胞クラスターを同定できれば、循環するT細胞のモニ
タリングで 抗腫瘍 T細胞免 疫が評 価で きる。本研 究では、 
CyTOF®, scRNAseqといったsingle cellベースの解析手法を用い
て、末梢血と腫瘍微小環境に存在するT細胞クラスターの解析
を行った。この結果、同一TCR clonotype、同一遺伝子発現パ
ターンを有して、末梢血から腫瘍微小環境に分布するT細胞メ
タクラスターを見出した。このT細胞メタクラスターが治療前
に多い症例ではpembrolizumabで良好な抗腫瘍効果が得られ
ていた。腫瘍微小免疫環境と末梢血を繋ぐT細胞クラスターは
適切ながん治療選択に役立つものと考えられた。

[整理券配布場所] パシフィコ横浜会議センター1階ホワイエ
[配布時間] 10月1日（土）7:30～11:10
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